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質 問 者 内          容 答弁を求める者 

   

髙山 豊彦 １. 鷲峰山トンネル開通に伴う住民生活の変化に対する対応に

ついて 

町長 

 （１）トンネル開通後府道宇治木屋線や木津信楽線の大型車両

の増加がみられるが、木津信楽線の安全対策の取り組みは。 

建設農政課長 

 （２）観光の来訪者も増加していると感じるが、来訪者の受入

れ施設など町内の雇用につながる取り組みは。 

まちづくり応援

課長 

 ２  健康福祉交流センターの利用状況について 

施設の完成に伴い、国保診療所や多目的ホールなど施設の利

用状況は。 

町長 

保健福祉課長 

 ３．組織運営について 

機構改革や人事異動の結果、住民サービスなど業務への影響

は。 

町長 

   

岡本 正意 １．安心して利用できる健康福祉交流センターに 町長 

保健福祉課長 

 （１）施設利用料の減免規定を改善し免除対象の拡充を  

 （２）緊急時の避難方法の改善、訓練の実施を  

 （３）点字表記や案内表示などの改善を  

 ２．子育て支援施策に関連して 町長 

保健福祉課長 

 （１）「遊び場がない」の声にどうこたえるか  

 （２）子育て応援給付金は、現金支給に見直しを  

 ３．町独自の物価高騰対策強化を 町長 

 （１）水道基本料金の免除実施、汲み取り料値上げ分の補填を

あらためて求める。また、各種公共料金等の時限的軽減の検

討、実施を 

 

 （２）社協が実施してきた食糧支援事業への支援を  

 ４．地域のカーブミラーのメンテナンスについて 総務課長 

 （１）ミラー機能の現状把握の状況は、補修必要箇所の迅速な

対応を 

 



 （２）くもりや凍結防止等の対策の現状は  

 ５．今後のごみ処理・クリーンセンターの方向性は 町長 

 （１）現在、三重県の事業者に委託しているが、今後の方向性

は 

 

 （２）地盤崩壊を起こしたセンターの現状と対策、廃炉に向け

た方向性は 

 

 


